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研究成果の概要（和文）：「『旧唐書』音楽志について現代日本語訳と詳細な注釈を作成し、唐代の胡楽＝燕楽の実態
の解明に取り組む」という研究目的については、研究代表者・分担者十人全員が、年三回三年連続の研究例会に参加し
、『旧唐書』音楽志訳注稿の作成に取り組み、その成果を学術雑誌に連載した。『旧唐書』音楽志の解読によって「雅
楽／燕楽」の関係について歴史的な位置づけを行うことができた。
また、林謙三『隋唐燕楽調研究』日本語版刊行の準備も、この三年で整い、2016年春に刊行することとなった。
　三年目には海外研究協力者を関西大学アジア文化研究センターに招聘し、国際シンポジウムを開催して研究結果の統
括を行った。

研究成果の概要（英文）： We have a research purpose : to try to clarify the real facts of Huyue and 
Yanyue in Tang Dynasty through translating Jiutangshu Yinyuezhi into Japasene and append copious notes. 
We all had 12 meetings in these three years to research this theme and published the translation and 
annotatations of Jiutangshu Yinyuezhi on an academic journal. We were expected to publish the research on 
Suitang Yanyue Yanjiu of HAYASHI Kenzo in the next year. Three forein collaborators was invited to the 
Center for the Study of Asian cultures,Kansai University. The international symposium was held to 
summarize the study of the relations between music and literature in Sui-Tang period.

研究分野： 中国文学

キーワード： 楽府文学　隋唐燕楽　林謙三
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
詩歌は中国文学においてその中心を占め

る分野として伝統的に認識されてきた。現存
する最も早期の作品群『詩経』がそうである
ように、中国詩歌は根源的に祭祀・儀礼の場
で音楽の演奏とともに歌唱されるものであ
り、やがて前漢の時代に宮中に御歌所「楽府」
が創設されることで詩歌と音楽の両者は結
合し制度化された。施設の名称であった「楽
府」は、そこで扱われる歌辞・楽曲をも指す
ようになり、このために「楽府」について考
察することは文学のみならず古代中国の祭
祀・儀礼文化をも総合的に研究することを意
味している。なお、本研究の標題で用いた「楽
府文学」とは楽府の歌辞などの文学作品を指
している。 
 研究代表者（長谷部剛）は、2002 年度～
2004 年度科学研究費補助金・基盤(B)「六朝
の楽府と楽府詩」（研究代表者：釜谷武志[神
戸大学・文学部・教授]）、および 2006 年度
～2009 年度科学研究費補助金・基盤(B)「南
北朝楽府の多角的研究」（研究代表者：佐藤
大志[広島大学・教育学研究科(研究院)・准教
授]）に研究分担者として参加し、楽府および
楽府文学研究に従事してきた。 
「六朝の楽府と楽府詩」では、六朝期の楽府
制度と楽府詩を研究する際に最も重要な文
献である『宋書』楽志について現代日本語訳
および詳細な注釈を作成し、東晋における楽
府断絶が南朝における宮廷音楽の復興と楽
府文学の再興をむかえたことを解明するこ
とができた。 
続けて、「南北朝楽府の多角的研究」では『隋
書』音楽志の現代日本語訳と詳細な注釈を作
成し、その過程で、南朝について言えば、梁
武帝による雅楽の整備とその改革の実態や、
東晋以前の宮廷音楽との関連性を明らかに
し、北朝について言えば、北魏から北斉・北
周までの間、北朝の宮廷音楽が、『周礼』の
記述に依拠して制度を整え、そこに西域系の
楽曲と旧来の雅楽を織りまぜつつ、次第に整
備されていったことを明らかにすることが
できた。この「南北朝楽府の多角的研究」の
最終段階では、隋王朝が陳王朝攻略によって
南朝旧来の雅楽を収めた後、北朝側の系譜と
南朝側の系譜が、どのように衝突し、やがて
は統合されてゆくのか、その解明に着手した。
そこで最も焦点化されたのが、『隋書』音楽
志に記される、隋、開皇年間（581?600）始
めの「七部楽」設立の問題である。「七部楽」
とは国伎・清商伎・高麗伎・天竺伎・安國伎・
亀茲伎・文康伎（文康伎・清商伎の二つの中
華の音楽と五つの中華域外の音楽）を指し、
これらは楽府において整備され主に宮中の
宴会儀礼に供された。このことは、西域の音

楽を多く取り入れた北朝系の音楽が南朝系
の伝統的な中華の音楽と並立したことを意
味する。「南北朝楽府の多角的研究」では楽
府（音楽）という、隋王朝の国際性を最も端
的に象徴する文化領域の解明にまで着手す
ることができた。 
 
２．研究の目的 
 
隋の七部伎は唐の貞観十六（642）年に

十部伎へと発展する。この十部伎を記録す
るのが『旧唐書』音楽志である。そして後
に十部伎のなかでも西域の音楽を主とする
非中華系の胡楽が燕楽（宴楽・讌楽）とし
て玄宗皇帝によって重要視されたため、雅
楽や清楽（隋、七部伎の清商伎）よりも唐
代音楽をいっそう強く特徴づける存在とな
った。本研究では『旧唐書』音楽志につい
て現代日本語訳と詳細な注釈を作成し、唐
代の胡楽＝燕楽の実態の解明に取り組むこ
とを試みた。 
しかし『旧唐書』は胡楽の盛行に言及す

るものの、その音楽上の基盤「俗楽二十八
調」についての記述はない。だが、この俗
楽二十八調こそは胡楽と中国古来の音楽で
ある俗楽とが融合した音楽理論であって、
この楽理によって中国音楽は唐代において
一つの頂点を迎える。この胡楽＝燕楽は日
本に伝来し「雅楽」の形成に大きく寄与す
ることになる。これらについてはすでに日
本・中国でも研究成果が公開されているが、
本研究では『旧唐書』以外の音楽資料、例
えば『教坊記』・『通典』・『楽府雑録』・『新
唐書』礼楽志・『唐会要』・『楽府詩集』など
によって「俗楽二十八調」の形成とその発
展、およびに「胡楽・俗楽・燕楽」三者の
関係性について改めて検討することを試み
た。 
文学との関わりでいえば「清楽（清商伎・

清商曲）」が重要である。清楽は、南朝期長
江中下流域の俗謡から生まれた清商曲や、
魏の曹操・曹植らによって楽府詩が盛んに
制作された清商三調を内包し、唐代には「明
君」「白紵」「子夜」「呉聲四時歌」「烏夜啼」
「襄陽」「春江花月夜」など、この清商曲と
清商三調の両者を模擬した擬古楽府詩が大
量に制作された。そのなかでも李白はこの
分野において量的にも質的にも傑出した成
果を挙げている。しかし、『旧唐書』音楽志
はこの清楽が唐代に徐々に衰退の一途をた
どっていたことを述べている。清楽の衰退
と清楽系擬古楽府詩の流行の関係について
は、未だに不明な点が多く、本研究ではこ
の問題の解明を試みた。その際には「六朝



の楽府と楽府詩」で解明した、東晋におけ
る楽府断絶と南朝における宮廷音楽の復
興・楽府文学の再興の問題が大きな示唆を
与えてくれた。 
 
３．研究の方法 
 
「南北朝楽府の多角的研究」の遂行におい

て最も重要であったのが林謙三[著]、郭沫若
[訳]『隋唐燕楽調研究』である。同書は 1936
年、上海の商務印書館から出版された中国語
版である。同書は唐代の音律「（雅楽の）正
律」「俗律」「淸商律」のうち「俗律」が亀茲
（キジル）楽の音律から生まれたことを出発
点にして唐玄宗皇帝期までの音楽、特に「俗
楽」＝「燕楽」の実態について 詳細な考察
を加える内容であるが、林謙三自身による日
本語版は存在しない。「南北朝楽府の多角的
研究」の参加者は必要に応じて同書を日本語
訳しつつ『隋書』音楽志の訳注稿を作成した
が、日本語で書かれた著作であるにもかかわ
らず日本語版のないことを惜しみ無しとは
しなかった。専門性が極めて高く、しかもこ
の研究領域では先駆的で独創的な研究であ
るために、内容・文辞の両面で難解な中国語
訳でどれほど原著者の意図が尽くされてい
るか、不明であったからである。 
折しも林謙三のご子息、長屋糺氏のご厚意

により林謙三旧蔵書・旧稿を調査する機会に
恵まれ、2010 年 12 月と 11 年 3 月の二回か
けて奈良の林謙三旧邸を訪問した。二回にわ
たる調査の結果、大部の未発表原稿を発見し、
そのなかには「唐楽調の淵源」と題する原稿
があった。表紙に「『東亜楽器考』附録 富山
房」とあり、「唐楽調の淵源」は 1942 年富山
房より出版を計画するものの実現せぬまま
終戦を迎え出版計画は途絶した『東亜楽器
考』の附録として収められるはずであった論
文であることがわかった。『東亜楽器考』は
1973 年『東アジア楽器考』として出版され
たがその際「唐楽調の淵源」は収められてい
ない。同論文の内容を閲するに『隋唐燕楽調
研究』と重なるところが多く、このことから
中国語版『隋唐燕楽調研究』の出版後、林謙
三みずから同書の日本語版を執筆していた
ことがわかる。前述したように同書は先駆的
な研究であり、発表後の補訂や修正が必要な
箇所もあったはずである。未発表の「唐楽調
の淵源」では『隋唐燕楽調研究』の補訂・修
正が行われている。ただし、分量的に『隋唐
燕楽調研究』の全部に対応しているわけでは
なく、カバーできない部分は中国語版を日本
語訳し、それと「唐楽調の淵源」の解読・翻
刻作業によって『隋唐燕楽調研究』の全貌を
新しくよみがえらせることが可能であると
考えた。 

林謙三旧蔵書・旧稿には、さらに東洋音楽
研究に関連する貴重図書、および歴史的な正
倉院調査の貴重資料が多く含まれている。本
研究では『旧唐書』音楽志を最重要文献とし
て位置づけ訳注稿の作成に取り組むととも
に、「林謙三未発表原稿を中心とした隋唐音
楽研究の再構築と関連資料のアーカイブス
化」というテーマも加えて、隋唐楽府文学の
総合的研究を遂行した。 
 
４．研究成果 
 
「『旧唐書』音楽志について現代日本語訳

と詳細な注釈を作成し、唐代の胡楽＝燕楽
の実態の解明に取り組む」という研究目的
については、研究代表者・分担者十人全員
が、年三回三年連続の研究例会に参加し、
『旧唐書』音楽志訳注稿の作成に取り組み、
その成果を学術雑誌に連載した。『旧唐書』
音楽志の解読によって「雅楽／燕楽」の関
係について歴史的な位置づけを行うことが
できた。 
また、林謙三『隋唐燕楽調研究』日本語

版刊行の準備も、この三年で整い、2016
年春に刊行することとなった。 
 三年目には海外研究協力者を関西大学ア
ジア文化研究センターに招聘し、国際シン
ポジウムを開催して研究結果の統括を行っ
た。 
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32.長谷部剛、唐代における杜甫詩集の集成
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学文学論集』、2012、Vol.61 No.3、pp.49-84、
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～17、査読無 
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衍変芻論、中国唐代文学学会[発行] 『唐代文
学研究』、2012、Vol14、pp.124-135、査読有 
 
35.川合安、南朝史からみた隋唐帝国の形成、
唐代史研究、2012、Vol.15、pp.3-21、査読
無 
 
36.柳川順子，白居易の「序洛詩」と『文集』
六十巻―編み直された隠棲意識とその背景
―，中国文史論叢，2012、Vol.8，pp.89―100、
査読無 
 
37.柳川順子，曹植「贈丁儀」詩小考，林田慎
之助先生傘寿記念三国志論集（汲古書院），
2012 年，pp.195―214、査読無 
 
38.狩野雄、匂い立つのか、響くのか――周瑜
の「美」をめぐって」、林田愼之助博士傘寿
記念三国志論集（汲古書院）、2012、pp.59-90
頁、査読無 
 
39.佐竹保子、謝霊運詩文中的「賞」和「情」
――以「情用賞為美」句的解釈為線索、迴向
自然的詩学（國立臺灣大學出版中心）、2012、
pp.167-195、査読有 
 
40.佐竹保子、『世説新語』劉孝標注訳注稿
（三）、東北大学中国語学文学論集、2012、
Vol.17、pp.1-74、査読無 
 
41.釜谷武志、杜甫の中の陶淵明」、中国文学
報、2012、Vol.83、pp.160-174、査読有 
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洞天福地研究、2012、Vol.2、pp.10-30、査
読無 
 
43.大形徹、増補仙穴考、洞天福地研究、2012、
Vol.3、pp66-82、査読無 
 
44.大形徹、陳建明、橫大路綾子、「漢字」と
いう熟語は、いつ作られたのか―日本の『發
心和歌集』が文獻上、最古の使用例ではない
か―、漢字学研究（立命館大学白川静文字学
研究所）、2012、Vol.1 号、pp.1-23、査読有 
 
45.大形徹、鹿の角がもつ再生観念について―
スキタイ、戦国楚墓、馬王堆漢墓をつなぐも
の―、人文学論集（大阪府立大学人文学会）、
2012、Vol.31、pp.59-89、査読無 
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與世界的互文脈絡）国際学術研討會、2014 年
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福島大学（日本・福島） 
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國際學術研討會 2014 年 5 月 28 日、香港中
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四届楽府歌詩国際学術研討会、2013 年 8 月
25 日首都師範大学（中国・北京市） 
 
12.長谷部剛、内藤湖南的唐代文献研究簡介、
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